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〇他の先生と教材研究をするのはとても楽しいと思いました。流し方、考え方がそれぞれ違うのが、自分の見方と比べて大変勉強になりました。４つのカードを使った板書の構造化の方法がとても
分かりやすく、自校に帰って広めたいと思いました。

〇実践を行うにあたって、意見が言いづらい児童のために日頃から様々な立場で考えさせるなど、子供の実態に応じたステップで討論させるという方法も知ることができた。
〇問い返しの大切さを改めて感じました。また、目指す姿をもつことがやはり大切ですね。
〇子供たちの意見を引き出すための教材研究の大切さ、子供たちの学びを深める発問や教材・教具の工夫の大切さなどを学ぶことができました。子供主体の授業にするために、教師主導になら
ないように気を付けようと思いました。

〇各グループにおいて先生方が熱心に協議をしている姿から、コンセプト通りの講座となっていたと思いました。まさに、「考え、議論する」でした。また、他校の先生方と交流することで、多面的・
多角的に考えることができるので、こういう機会は大事だと思いました。

○まず、道徳的価値が表れる言葉をピンクの付箋に書き出す。次
に、そうなったきっかけの言葉や複数の考えを別の３色の付箋に書
き出す。 （水色はない教材もある）その付箋を生かし、子供が考え
を深められるような板書を構想する。

ピンク：道徳的価値が表れる言葉（主人公が＋に転じる言葉）→「きっと分かってくれる」

黄 色：＋に転じることになったきっかけ（転じる様子）→「友達と過ごしてきたことを思い出して」

緑 色：複数の考え方（対立する価値、考え）→「お礼だけ」「ちゃんと言って」

水 色：道徳的価値に対して－の姿や様子→今回の教材にはない

★教材分析の方法は色々あるけれど、まずは学習指導要領解説を開いて、
【内容項目の概要】を一読してもらいたい。

Ｂ【友情、信頼】
（１）内容項目の概要（一部抜粋）
よりよい友達関係を築くには、互いを認め合い、学習活

動や生活の様々な場面を通して理解し合い、協力し、助け
合い、信頼感や友情を育んでいくことができるように指導
することが大切である。

・２つの対立する考えを左右に置き、対比的に考えられるようにし
てはどうか。

・＋に転じる言葉「きっと分かってくれる」を上に置くことで、心情
の変化を捉えさせたらどうか。

《構造的な板書の工夫》

自分だったら
どうするか？

どうしてきっと分
かってくれると思
ったのだろうか？

《中心発問》

自分自身と

の関わり

多面的・

多角的

主題に迫る

(問い返し)

《多様な指導の工夫（活動や発問）》

・教材に沿って、主人公の
心情を問うことが多いが、
「本当の友達とは？」のよ
うに、テーマ発問として問
うこともある。

・「料金が足りない」と本当に言える？
・伝えたら、関係が悪くなるのでは？
・分かり合う関係になるには何が必要？

等、お互いが信頼している関係性に気付かせ
る問い返しが必要ではないか。

兄と母の両方の立場から考
えることで、児童の考えの変
容も見られたり、自分事とし
て考えたりしている児童もい
たので良かったと思う。ICT
の活用や、問い返しなどまだ
まだ難しいと感じることはあ
るが、講座でいただいた意見
をもとに、これからの道徳科
の授業で、子供たちのいい意
見をもっと増やせるような授
業をつくっていきたいです。

佐竹校長先生が「教育は連続と継続。これで終わりではなく、こ
の取組を立ち止まることなく進んでいきたい」とおっしゃっていまし
た。清水小学校から発信していただいた道徳科の授業づくりが、
西部の学校につながっていくことを期待しています！！

飯村 先生より

授業研究会には、校内研として全職員で参加してくださった学校もありました。学校に帰ってからも同じ視点で
話ができ、校内研として講座へ全員で参加したことを本当によかったと話されていました。また、校種を超えて、
中学校、高等学校からの参加や、中部や東部からも参加がありました。本当にありがとうございました！！

友達の間違いに気付いても注意をた
めらったり、思いを上手く伝えられなか
ったりする児童がいる。授業を通して、
「本当の友達」とは何か、「信頼し合う友
情関係」について理解を深めたい。

今回は、土佐清水市立清水小学校で
行われた、２セット目の授業づくり講
座の様子を紹介します。

★教材から、次の４つの視点のキーワードを付箋（色別）に書き出し、構造的な板書の工夫と中心発問
を考える。

《多様な指導方法の工夫について》
イ 発問の工夫（学習指導要領解説 P.84）
教師による発問は、児童が自分との関わりで道徳的価値

を理解したり、自己を見つめたり、物事を多面的・多角的
に考えたりするための思考や話し合いを深めるうえで重要
である。
【教師による発問】
・考える必然性や切実感のある発問
・自由な思考を促す発問
・物事を多面的・多角的に考えるための発問 等

【発問を考える際の手順の例】
①授業のねらいに深く関わる中心的な発問を考える
②それを生かすためにその前後の発問を考え、全体を一体
的に捉える

７月 27 日（水）に行われた教材研究会では、高知大学 森 有希 教授にお越しいただき、
講義・演習を行いました。教材分析シートや付箋を活用して、板書や中心発問、指導の工夫を
構想し、参加者全員で道徳科の授業づくりについて考えを深めました。

料金不足を伝えることを決めたひろ子の思いについて考えることを通して、友達を信頼しようとするこ
とが本当の友情であることに気付き、友達との信頼のきずなを大切にしようとする道徳的心情を育む。

：自分の生き方について、なかまと共に考えを深める道徳教育

本時の
ねらい

授業者

飯村 智紀 教諭
第４学年 「絵葉書と切手」 （廣済堂あかつき）

【主題名】信頼のきずな 【内容項目】友情、信頼 B(９)

授業者も参加者も創る！！高まる！！広げる！！
令和５年１月発行

西部教育事務所

中心発問を、「愛子さんならきっと分かって
くれると思ったのはなぜ？」としたことで、そ
こには信用し合っている関係があることに
ついて考えを深めることができていた。

兄と母の考えを比較できるようにし、どちらも愛
子のことを考えているが、「伝える優しさも必要
ではないか」「言いにくいことでも言うことが大
切では」という考えを引き出せていた。

授業者が上手に問い返せて
いたので、そこからペアやグル
ープで話すなど工夫をするこ
とで子供同士が議論できるよ
うにするとよい。

森 有希 教授

本当の
友達とは？

○板書を構想したら、子供の考えを深めていく中心発問
を考え、別の付箋に書く。教材研究会では、
大きく４つの中心発問が考えられた。

すっきりした気持ちで
返事を書き始めたのは
どうしてか？

○最後に、「自分自身との関わり」「多面的・多角的に
捉える」「主題に迫る」の３つの視点から、発問や ICT
の活用等、指導の工夫を考えることで、授業を通して引
き出したい子供の姿に迫れるようにする。

☆参加者の声☆

★授業を通して引き出した
い子供の姿を明確にしたう
えで、意図的な問い返しを
行い、考えを深めていく。

★多様な指導の工夫を行う
ことで、主題に迫れるよう
にする。

「黙ってお礼だけの方が嬉しいのでは？」「ちゃんと言う
のが友達ということは、何を言ってもいいの？」と揺さぶ
り、児童の考えを深めることができていた。

「親友と友達とは違う
の？」と問い返すことで、
さらに考えを深めることも
できる。

料金不足を伝えようと決断したひろ子の思
いを考えることで、相手への信頼や友達を思う
深い気持ちに気付かせたい！中心発問は…

・相手のことを思って注意することは、きっと相手にも伝わると思うから、友情
を信じて伝えることも大切だと分かった。

・相手を信頼して行動することが本当の友情だと分かった。
・友達のこれからのことを考えると、言いにくいことがあっても伝えてあげるこ
とが必要な時もあると思う。そんな時には勇気をもって言えるようになりたい。

・お互いに分かり合えることが友達だと思う。

引き出したい児童の姿

清水小学校のコンセプト


